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文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「世界で活躍できる研究者戦略育成事業」
（令和元年～令和10年度）（2019～2028）

代表機関 ：広島大学

『地方協奏による世界トップクラスの研究者育成（HIRAKU-Global）』
World-Class Researcher Development Through Regional Collaboration

共同実施機関：山口大学
徳島大学
愛媛大学

HIRAKU-Global育成対象教員への応募資格

・博士号取得後10年以内又は同等程度の研究歴を有する者

・採用後2年程度以内のテニュアトラック教員

HIRAKU-Globalが育成を目指す人材像＝

・自分の研究室を運営し，

・学生を育てつつ，

・さまざまな分野の国内外の研究者と連携し，

・独自の研究感性を磨き，

・世界でもユニークな研究を牽引していくことができる研究人材

HIRAKU-Global育成対象教員の受入予定人数

・毎年度６名



事業補助期間 2019～2028

2020 選抜・採用
第1期生

中間評価 修了評価

2021 選抜・採用
第2期生 中間評価 修了評価

2022 選抜・採用第3期生 中間評価 修了評価

2023 選抜・採用第4期生 中間評価 修了評価

2024 選抜・採用
第5期生

中間評価 修了評価

2025 選抜・採用
第6期生 中間評価 修了評価

2026 選抜・採用
第7期生

中間評価 修了評価

2027 選抜・採用
第8期生 中間評価

2028 選抜・採用
第9期生

中間評価

基本計画
➢ 6 HG教員(9年間)/年

3 (広島大学)
1 (山口大学)
1 (徳島大学)
1 (愛媛大学)

➢ 育成期間 = 5 年間
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(R06)
2024

(R04)
2022

(R08)
2026

(R10)
2028

(R02)
2020

(R07)
2025

(R05)
2023

(R09)
2027

(R03)
2021

(R01)
2019

7 15 21 27 33 32 30 30 30

39 45 51 577 15 21 27 33

在籍人数

全HG教員

1st Cohort

2nd Cohort

3rd Cohort

Mid-Term
Performance Review

4th Cohort

5th Cohort

6th Cohort

7th Cohort

8th Cohort

9th Cohort

育成対象教員＝
HIRAKU-Global教員（HG教員）（日本語）
HIRAKU-Global Researchers (HGRs) (EN)

HGR
1st

Cohort
2nd

Cohort
3rd

Cohort
4th

Cohort
5th

Cohort Total

F 1 4 3 0 2 10

M 6 4 3 6 4 23

Total 7 8 6 6 6 33
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Final
Performance Review



HIRAKU-Global教員
HIRAKU-Global Researchers
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育成対象教員＝
HIRAKU-Global教員（HG教員）（日本語）
HIRAKU-Global Researchers (HGRs) (EN)
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HIRAKU-Globalの育成プログラム
Content Layers of the HIRAKU-Global Program
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HGRそれぞれが、
自覚をもって

独自の研究活動を推進

６年目以降

Empowerment Contents （各種セミナー等）

海外研究施設訪問、海外研究者とのネットワーク構築、海外共同研究

PMによる支援（随時）

メンター面談（随時）

IDP作成・更新

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

育成開始
Performance 

Review
Performance 

Review
面
談

面
談

面
談

面
談

AC・AWRA AC・AWRA
HIRAKU-Global 

officeが作成
HIRAKU-Global 

officeが作成

スタートアップ研究費支給
2年間で200万円

海外渡航経費支給
3年間で200万円



Empowerment Contents

Basic Contents

Core Contents

HIRAKU-Globalの育成プログラム
Content Layers of the HIRAKU-Global Program

・IDP (Individual Development Plan)

・Creation of the Achievement Card (AC) and the Aspiring World-Class Researcher’s

Activity Indicator (AWRA), and evaluation system based on them

・Start-Up Research Funding

・Funding for International Research Exchange

・Exchanges with researchers from overseas institutions

・Starter Course

・Assignment of the Consortium Mentors

・Peer mentoring system

・HIRAKU-PF

・Retreat

・Annual Conference, International Symposium

・Various events (Planned from the perspective of

Visionary Empowerment and Professional Empowerment)

・リトリート
・年次大会，国際シンポジウム
・各種イベント
（Visionary Empowermentと

Professional Empowerment

の観点から企画）

・スタートアップ研究費
・海外共同研究費の支給
・海外機関の研究者との交流
・スターター研修
・コンソーシアムメンターの配置
・ピアメンタリング
・HIRAKU-PF

・IDP （自己開発計画）
・AC（アチーブメントカード），及び，

AWRA（世界をめざす研究活動指標）の作成と，それに基づく評価システム

▶Visionary Empowerment

・世界的な視野でのビジョン構築
・国際的なネットワークの形成
・中長期的なキャリア形成

▶ Professional Empowerment

・分野やニーズに応じた能力開発
・他者への研究指導力やメンタリング能力
・研究成果の発表と外部資金獲得

► Visionary Empowerment

·Formation of vision via a global perspective

·Establishment of international networks

·Development of mid-long term career

► Professional Empowerment

·Development according to the individuals

·Research guidance and mentoring skills

·Publication of research results 

and acquisition of external funds
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HIRAKU-GlobalのPerformance Review 7
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HGRそれぞれが、
自覚をもって

独自の研究活動を推進

６年目以降

Empowerment Contents （各種セミナー等）

海外研究施設訪問、海外研究者とのネットワーク構築、海外共同研究

PMによる支援（随時）

メンター面談（随時）

IDP作成・更新

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

育成開始
Performance 

Review
Performance 

Review
面
談

面
談

面
談

面
談

AC・AWRA AC・AWRA
HIRAKU-Global 

officeが作成
HIRAKU-Global 

officeが作成

スタートアップ研究費支給
2年間で200万円

海外渡航経費支給
3年間で200万円

中間評価（3年目）
• HGRが，各自のIDP（Individual Development Plan）に記入した
目標や計画をふまえて，育成期間の前半（約3年間）の活動状況
や計画達成状況を自覚し、自己評価。

• ACとAWRAに基づき、HIRAKU-Globalとして評価。

• HGRが、育成期間の後半に向けて，より活発な研究活動を進め
ていく方向を，HGR自らが考えるように促す機会とする。

• ACの内容を踏まえて、HGRは各自のIDPを更新。

修了評価（5年目）
• 3年目に作成したAC（Achievement Card）に5年分の実績を追加
記入し，5年間を俯瞰する。

• ACとAWRAに基づき、HIRAKU-Globalとして評価。

• 各HGRが，育成期間である5年間の全体を振り返り，今後の自身
の研究活動に力強く踏み出していくための心構えをもつ。

育成対象教員＝
HIRAKU-Global教員（HG教員）（日本語）
HIRAKU-Global Researchers (HGRs) (EN)

IDP作成・更新



Individual Development Plan, Achievement Card and AWRA
(IDP)                                    (AC)

Consortium
Mentors

Program 
Manager

HGRs

コンソーシアム
メンター

HG教員

研究計画等の把握

自己評価
活動履歴

Achievement Card

Creation

面談による
修正提案/助言

作成

修正/更新

ニーズの把握

研修等の実施

Suggestions and 
advice through 

meetings

Creation

Update

IDP

Recognize plans

Development
needs

Develop training 
plans

Self-Evaluation

Comments

Comments

Activity Record (prepared by HG office)

Achievement Card (Template)  
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Achievement Cardに記載しているActivity Recordの項目（研究業績のみ）を
数値化することにより，育成対象者の活動状況を可視化。

世界で活躍することを目指す若手研究者の活動状況を反映するように，項目と重みを設定。

三つの「大項目」（研究費受入，国際的活動，研究発表）に分類。
→活動状況全般の経年変化を可視化。

Aspiring World-Class Researcher’s Activity Indicator世界をめざす研究活動指標（AWRA）

AIDA Misako (Dec/16/2024)



IDPテンプレート
IDP Template

① 目標設定： 10年後の最終目標／中長期計画

② 研究計画： 共同研究者候補／ネットワーク構築計画

③ 資金計画： 保有資金の活用計画／資金獲得計画

④ トランスファラブルスキル： 養成すべき能力の認識

④

① Objective Setting: Future Goal/s, Long/Short-Term Plan/s

② Research Plan/s: Potential Partners, Team Building Plan

③ Financial Plan/s: Financial Management, Funding Resources/Plan

④ Transferrable Skills: Skills/Competencies to improve

②①

①を達成するための具体的な計画

③

Specific plans to make ① possible

AIDA Misako (Dec/16/2024)

94. 育成プログラム



「評価」 10
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「評価」に当たる英語
evaluation

assessment

appraisal

estimate 

estimation 

judgment 

opinion 

ranking

valuation

monitoring

review など

「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」
平成14年6月20日
（最終改定 平成29年4月1日）

p.55 「本指針における用語・略称等について」

・AKPI®、BKPI® 広島大学
・CKPI® 大学連携IRコンソーシアム

（広島大学、山口大学、徳島大学、愛媛大学、島根大学）



HIRAKU-Globalの「評価」
Performance Review
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「評価」にあたる英語
evaluation

assessment

appraisal

estimate 

estimation 

judgment 

opinion 

ranking

valuation

monitoring

review など

「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」
平成14年6月20日
（最終改定 平成29年4月1日）

p.55 「本指針における用語・略称等について」

HIRAKU-Global

HIRAKU-GlobalではPerformance Reviewのために，それぞれのHGRに，
ACとAWRAを作成する。

⚫ ACとAWRAは、各HGRが自身の活動状況を確認するためのものであり、
自己評価と自己評価コメントも記入する。

HIRAKU-Globalとしての評価

⚫評価はHGRごとの絶対評価。全HGRの活動状況を比較して相対評価するのではない。

⚫各HGRのACとAWRAに基づき評価する。必要に応じ実績詳細リストを確認する。

⚫新型コロナウィルス感染症拡大防止のために，2020～2022は，世界的に海外渡航が
厳しく制限された。そのような社会状況の中での研究活動であったことを配慮する。


